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を
：受
け
^

し
て
、
 

却
っ
て
其
の
爲
す
處
少
さ
が
^

仪
報
酬
を
受
け
る
。
地
代
は
神
の
自
功
な
る
踮
與
砍
は
非
ず
し
て
、
艰
に
地
主
.に
：の 

»

«
刺
^

しV

消
^

者
f
cは
.北例

；？
 

R
有
畨
な
石
ff
i
値
の
移
轉
R

過
ぎ
ず
、
そ
は
最
早
純
收
益
艿
至
土
地
の
餘
剩
生 

產
物
-な々

-VJ

の
现
rl
-
I
.を
以
て
刹
益
x
m
Lし
#

可
a
も
.の
，で
は
.無
.
.い
、̂

斯
く
て
リ
カ
，ア
ド
ォ
の
地
代
論
は
.フ
ィ
ジ
オ 

ク
ラ
ア
ト
似
來
：、.最
も
合
.法
雜
^

し
：て
.且
.つ
谦
も
俶
れ
.た
名
種
類
の
富
な
.
6せ
思
惟
.せ
.ら
*

、敌
人
切
翌
.の
的
た
6
ん 

地
代
所
将
^

到
し
、
ir
l

ネ
不
公
.疋
な
>
9も
'0
ど
の
宣
#

を
下
す
％
の
迄
成
つ
た
0
,で
あ
る
。「

ち

(

一〕
cf. Gide. 

&
. 

R.is

vr;Â
istory-of economic

.u
o
c
t
r
i
n

'n
>
s
,
,
2p
d 

rev. & aug. ed., 1913) p. 16.

P
D 
p 

Smith, Wealth 

o
f 

Nations, 

2nd ed. by Capnan, 

1
9
2
0vol. I, p. 

3
4
3 ; T. R. Malthus, An Inquiry 

into tbe Nature & Progress of Rent, A

 Reprint of wconomic Tracts, VOL Vr, p. 
2

P 

‘ 

C 
三〕

'

or>oieM u-.MOmbert, Ausgewaste Lesest

g-ke., Bd.' ill, I
9I.I ; - von der Gsndrente、

Diehls Einleitung, s.
1
-
4 ;

..容^
&
^
^
^
^

し̂-
^p.. 

2
0.'- 

* 

o
f
.
«
,
I
e
M
.
,

.a

.
 ,Mi:bert,y

o-p. 

c
r
:
s
. 

,
>

,.>br
 

H
i
u
r 

f
i 

.V

.

(

.四).

(

s

C

六
：>

(

七)

Q
:
;
>

—

卜-vwarbara Kammond, The Town Labourer, 1,760.1832, 1917, pp,‘95, 

l

l

n

;
 

F. A. 

o
g
g
.

 Economic Development 

o
f
. 

Modes Europe, 

1
9
2
4
, pp. 

1
2
S
,

 

1
4
7

 j

»-
I
. L

.
&

 Barbara Halor.d, the villi 

Labourer 

1
7
6
0

 

1
S
3
2
, 

1
9
1
2

 pp. 

5
2
, 

9
7
.9

8
、

I

 1
0
3
-
1
0
4」

H
.

〇
• McrcditvECO

d.oxnic History 

o
f 

England, 

I
9
0
S、 

pp. 257-25

00.

Cf. Ricardo, (I) pnsp:cs of Political Economy & Taxarl Conner cd., 

1
9
2
4, p: 

5
3 

l
e

; Gidc & R

ざ 

op. citvpp. 

1
6
-
1
.”

::
:■
:

.

.

今
、
リ
：力
r

ド

ォ：

の

地

代

學

：說

の

：
要

謂

を

示

せ

ば

：、

地

代

な

.る

.も
の
は
：同
一
の
土
地
^

於
け
る
ビ
異
な
^

る
七
也
：
 

k

灰
け
る
、/

」

V」

ほ
は
ず
、
同
®

の
資
本
及g

勞
働
の
使
用
對
ず
る
’收

.益

の

馨

泛

外

な

ら

ぬ

。

而

し

T

此

の

欠

益
 

の
遨
興
が
共
儘
地
代
を
形
成
す
る
所
以
の
も
0

は
.、利
潤
率
平
均
の
.
.法
則
存
，す
み
：が
故
セ
ぁ
る
。同
*

の
資
木
及
び
.勞 

働
の
使
州
^

對
す
る
收
益
^

楚
異
が
生
ず
る
は
、

一
、
地
味
の
.木
同
.、
ニ
、
位
置
の
.便
不2、

三
、
土
地
收
益
遞
減
0.
. 

傾
向
、
？

量

證

依

る

。g
1、

及
S

二
の
原
因
は
、同

一

而
I

S

5

土
地
S

け
る
|

;

8

本
及
び 

勞
働
の
使
用
^

鮮
す
る
收
.益
を
不
同
な
.ら
し
め
.、第
.三
の
原
因
は
、同
一
の
±

地
妃
於
.
.げ
る
：資
本
及
、び
勞
働
の
.最
.初
0: 

投
节
最
皮
爾
後
の
同1

播
卞
.

f

办
_

の
收
益
を
相
簿
せ
炫
柃
を
_

3

乍
ら
逾
^
^
^
^

益
の
上
S

等
か
.の
.影
.響
を
及
ぼ
す
爲
s

、

f

 

•
土
地
”生
産
.物
S

す
る
需
要
.が
最
優
：.

s

:

sぜ
ら
れ
た
I

 

も

盡

的
.
‘
I

資
本
及
'び
勞
働
が
*

ら
す
生
產
物
の
.みを以てして：
は
充
た
晨
云

i

.
、

換

言

す

れ

ば

人

P
 

^
虬
极
し
て
最
俊
良
地
の

供
.給
が
'不
足
し
て

居
る
.ヒ
会
ふ
事
，
然
も
斯
か
る
最
t t

良
地
：の
供
給
を
.增
加
す
る
.
の
不
可
：

笫
ニTil

卷
’ 

CJ 

1 
ニ
九
ワ
 

 ̂

y 

^

第V
.

碑 

I 

1

三
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二
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u

卷
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i
i
H:o
;

>
ヘ
ン
リ1
,
,
チ
ャ
”
ル

X
,，

ヶ
セ
イ
め
地
，代
：舉
說
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號
 

二

四
-

能
な
る
.事
を
必
.
要
.
.、ヒ
す
る
ャ
然
る
ビ1

般
K

*

地
供
給
の
：增
加
は
•
不
可
能
で
あ
K

.
、
而
し
.て
夂
相
‘當

發

逄

'せ

る

諸

刚
 

R

.
於
て
は
t

e

R

.最
«

良

地

，
.が
欠
乏
し
て
來
.て
居
る
。■
而
し
.て
人
々
は
人
口
の
咐
‘加
匕
共
に
漸
次
優
良
地
ょ
6

劣
等
地 

へV
J

其
耕
作
を
進
^

ざ
る
.
能
'
は
ざ
る
，か
故
に
、
最
初
に
煨
げ
た
る
1

ーー'
«

の
肉
然
的
因
.子

は

地

：
代

發

生
0

根

*
.
た

る

收
 

,
益
の
塞
速
を
生
ぜ
し
め
、.
且
.
つ
.其
如
を
左
右
，し
、
而
し
て
最
後
の
.
.今
や
充
た
さ
れ
た
る
’
條
，件
.
"即
ち
土
地
供
給
Jf
t

の
不 

足
，不
加
增
な
る4

布
は
人
pi

法
則
-

^

相
俟
つ
て
、矶
會
の
發
逯
，£

»

れ
、新
地
代
の
敬
生
並
，：び
^
地
代
め
騰
货
を
促
す 

.の
で
あ
る
0

2

)

 

, 

, 

•

:

丨
ぺ«

ド
.從

の
» '

代
を
發
生
也
。
ひ
：务
原
國
ば
_

_

^
又
國
^
所
得
®

^
^

Il
'
J
R
il
-

し
、
從
つ
て
最
後
^
興
6

た
5'

社
會
諸
階
.級
の
經
.濟
的
境
遇
^
對
し
て
決
定
的
な
る
も
の
.で
あ
る
。
即
ち
柳
. 

加
し
つ
V
あ
る
入
ロ
杧
對
し
て
食
輝
を
供
給
ず
る
の
闽
娜
の
•增
大
.、
換
言
す
れ
ば
土
地
耕
作
に
伴
ふ
穀
侦
の
騰
貴
は
、

一
、
地

代

の

騰I
、1'

一
：、

賃

尊

の

騰
f
v>
l 一
：一
：
、
V
利

の
結
來
ビ
银
ニ
の
結
來
ど
の
間
^
は
次
の
根
本
的
差
興
が
存
す
る
。
即
ち
地
代
の
貨
幣
侦
値
に
於
け
る
騰
貴
^
は
生

產
物
の
分
前
の
增
加
が
伴
ふ
。
地
主
の
貨
幣
地
代
が
從
前
ょ
り
大
ど
成
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
穀
物
地
代
も
亦
從
前

ょ
>
大
ミ
成
る
。
然
る
：̂-
、『

勞
働
者
は
從
前
ょ
6
多
く
の
貨
幣
賃
鈒
を
#
る
事
は
事
實
な
る

も
.、
然
も
彼
の
穀
物
貨

銀
は
減
少
す
る
。
而
し
て
彼
^
取
つ
て
貨
^
の
>
2
!
然
鄭
.以
|:
*

其̂

1|
)
.場
率
を
«
持
1'
る
事
' 

t

層
闽
顧
>

」

成
5
が
故
^
、

取
^
彼
の
殼
物
支
*
觉
の
み
な
ら
ず
、
.彼
の」

般
的
墚
通
も
亦
低
下
す
る
。穀
偾
が 

一
_
騰
货
す
る
^
對
し
、貨
錄
は
：

常
以r

割
以
卞
の
騰
貴
を
な
す
も
、地
代
は
一
剡
以
上
騰
貴
す
る
。』

0
1°'
次
^
、
凡
そ」

切
の
資
本
^
對

す

る

利

澗

.は 

農
業
k
於
け
る
资
本
剎
fi
k
.依
つ
て
決
^
せ
ら
れ
る
,0
然
る
；̂
實
物
貨
鈒
が
略
々
不
.
®な
る
k
.地
代
が
騰
t
す
る 
'匕

せ

ば

、

其

义

け

利

裥

が
.下

落

す

る

は0

明
の
理
で
あ
る
。

.W

ち
富
.及
び
人
ロ
增
加
.の
恩
澤
を
W

ら
k

す
る
も
の
は
S

. 

6

地
主
め
み
，
地
主
階
&
0

剝

番

は
±
.
驰
收
益
0

分

配

上

勞

働

者

友

び

資

本

_

の

-
階
棘
^

相
反
ず
る
のみ

.： 

な
ら
ず
、
を
は

又
社
會
奈
體
の
一
：般
的
■利
#

V
J

も
.術
突
す
る
0

蓋

し『

地
主
の
狀
態
は
，食
物
の
稀
少
不
廉
な：

る
.時
程 

繁
榮
な
る
乙

i
は
無
い
。
然
る
R

M
0
一‘
切
.の
も
.の
は
低
*

^

:食
物
5:

獲
得
す
る
事
k

«

つ
て
大
ひ
R

利
#
す

る』 

(

'四)

が
放
.で
あ
る
、
ぐ
し
做
す
^

亦
ず
る
0

然
ら
ば
斯
の
如
き
木
毕
^

る
她
代
»

止

進

，融

、
之

れ

を

人

爲

そ

以

て

永

久

^

&

北
し
得
る
.も
.の
で
あ
ら
ぅ
か
/

力 

ァ
ド
：：ォ
は
之
れ
に
謂
し
て
唯
西
定
的
な
る
囘
答
を
與
へ
る
。
成
程
農
業
1[
1

の
改
&

進
炎
;{
±

一
Bl
k

於

け
;

5
資
本
の
戚
：
 

少V」

等
し
く 

. 

f, 

5

0

£

.

^

.

然
し
乍
ら
.、『

穀
物
の
付
加
贵
を
得
:5

zVJ

を
ば
一
層
'闽
雛
.な
：ら 

し
む
石
康
'の
"
A

.

Bず

狐
^

し
つ
.、
.あ
: 5

»

國
^

於
.て
は
木
斷
^

作
用
す
る
^

反
-し
、lu
l

g

又̂
は
耕
作
具
R

於
：け
る
著 

し
さ
改
我
は
稀
^

し
か
.起
4

ぬ
。』 (

' 0
:
又
‘：『

農
業
^

及
び
分
勞
上Q

.

改
善
は
一
切
_
,の

.±

地
^

*

通
で
あ
る
。
共
等
の
ィ 

改
翁
は
個
々
. 0

土
地
:'
1

6

得
ら
る
、
原
生
逄
物
の
絕
»

景
¥

ば
增
.加

す
. 5

も
、
然
も
を
は
以
前
彻
.々
の
土
地
.の
間
.^

•

^
し
於
^

祁
»

的
比
例
^

&

恐
ら
く
®

し
く
は
亂
S

な
い
。』

(

七〕

故
^

農
業
上
0
.改
皮
進
步
は
共
結
^

の
¥
旧
に 

f

x

は

地

. ^

-2
:
發
生
#

:(
>む
る
要
素
を
a l
R

‘一.I f
.强
む

;5
も
の
此
外
な
ら
ぬ
。
蓋
し
そ
は
其
改
设
^

货
つ
て
の
み
#
 

竹
し
^

〗

且
0

輕

濟

上

：
利

用

含

* ^

将

る

が

如

；

:3

、」

層

劣

等̂

る

土

地

へ

の

耕

作

の

推

移

-?
:
容

易

な

ら

し

む

る

が

故

で
 

あ
る
o
: 0

0
,

尙
外
國
の
競
亲
(£

て
亦
永
久
的
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
は
無
い
。
英
國
民
が
原
生
產
吻
の
供
^
を 

大
部
分
外
國
杈
仰
で
は
至
る
溉
、
外
國
R

於
财
邊
原
生
產
物
の
，«

格
が
卞
落
す
る
Z$
は
あ
6

#

ぬ
。
英
國
が
穀
物 

め
，ト
げ
»

入
を
斷
衍
す
る7

f

、
If

數
週
間
を
支
^

る
榖
物
1 :

め
み
が
輸
乂
3

る
、
^
止
ま
^

。
そ
は
唯
不
茈
常
な
：る

;

, ^

ニ
1

ニ

卷

(

一
ニ
ー
ニ

)

へ
ン
ー
リ.
J

チ
ャ
I

ル
: ?

ヶ
j

vf

の
地
.代
堪
說
 

笫
べ
a

m

t'
i
-
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三
5

へ
ン
リ
！

チ
ャ
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少
ズ
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ヶ
リ
ィ
の
地
吡
學
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ニ

六

：

她
代
の
上
進
を
阻
止
*す
る
の
み
、.
.1£
常
«
る
地
代
の
昂
騰
は
之
れ
を
勿
何
^

な̂
し
得
な
；い
0

5 1

に
現
在
原
生
產
物 

を
輸
出
す
る
國
R
於
て
、
や
が
て
之
れ
を
闯
國
の
消
资
に
の
み
充
つ
る
の
時
が
來
る
可
き
や
疑
を
.入
れ
ぬ
ど
做
す
の 

で
あ
る
。(

九)•

,
:斯
の
如
く
リ
ヵ
ァ
ド
ォ
：：の
地
代
論
1
.し
て
、
彼
の
陰
慘
な
る
マ
火
サ
ス
.の
豫
言
を
更
^
ニ
般
^
色
付
け
て
人
類
の 

將
來
R
對
し
極
度
の
暗
影
を
.投
ぜ
‘し
め
た
.る
も
の
は
.、當
時
の
英
刚
の
實
際
狀
t
で
あ
つ
た
。從
つ
て
之
れ
ヾ」

亚
反
對 

*
る
»
驗

!$
:
爲
七
た
.る
.米
國
め
經
濟
學
者
-ヶ
'リ
‘ィ
，2

3
々

0
1
^
1
ォ
5 Carey)

が
、
:
.使
リ
，力
-ァ
ド
ォ
R
依
つ
て
排
擊
せ 

も
れ
た
各
經
濟
學
R
於
け
る
出
然
法
的
觀
念
に
、
別
様
の
衣
を
纏
し
.め
て
復
活
せ
し
め
ん
ビ
せ
し
事
も
亦
自
然
の
数 

至K

は
ね
ば
S
ら
ぬ
<0
:

九̂
世
紀
中
葉
に
於
け
る
.米
國
^
於
て
は
、餘
6

常̂
裕
に
過
ぐ
る
階
，級
，も
.無
く
、
又
余
$
に 

悲
慘
な
る
ー
貧
_
階

級

も#
し
な
か
ひ
た
。
ニ
つ
の
太
洋
R
依
：

0

て
、
米
國
は
舊
他
界
の
上
切
の
烦
粜
ょ
ぅ
隔
離
せ
ら 

れV

居
た
：'0
當
時
.沐
^

^
當
而
せ
；#
問
題
は
啦
一
ら
、
.即
ち
自
然
征
服
セ
あ
つ
.だ
。
.

於
け
る
經
濟
®

g
發
違
. 

を
刺
戟
せ
る
本
の
は
產
業
上
の
：弊
«
即
あ
分
酡
上
の
.公
正
.
.の
問
題
<

t

,

而
し
て
米
國
K
於
け
る
‘
«

»研
^
の
卿 

機
を
供
し
た
石
名
の
は
#g

生
康
&

す
る
充
た
^
れ
ざ
る
欲
求
で
.あ
i
、
正
.に
.考
察
す
河
会
は
繁
榮
.の
»
»
學
で 

あ
-つ
た
0
:で
あ
.る
。(

一
〇)

-

:

•'
.

:

、

:ci)
：

o
f
.

 Eicard

o;, ,op. cit. (I )，
pp. 46,49, 

3
1
9.. 

■:

0

0Kari, Diehl, 

N
c
- 

d
. 

westeue;n;mg,...._.n..>ufl

'*...r 9p
5,:;.Bd. I, .S...ISI!

.
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。
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勸

務

を

支|«
す
る 

カ

：の
，中̂
;存
し
^
ー0
、而
じ
て
，『

火
®の

- ：!:

然
に
對
す
る
支
配
を
猥
#
.せ
ん
が
爲
の
道
具』
が
即
ち
资
本
で
あ
る
。ハ
C 

之
れ
^
愿
し
で
、『

價
値
<
は
齊
人
の
目
的
に
必
：要
な
/-
>
^

〈

物
又
は
.事
物
を
獾
#
す
る
R
際
し
、
打
勝
た
ざ
ろ
可
か
ら 

.ざ
a
据
抗
の
尺
度
、
換
言
す
れ
ば
.人
i

對
す
る
自
然
力
.の
尺
‘度』

-0
3

.:
-で
あ
&
、
.

〕

而4/
は
.

『
欲
求
せ
ら
れ
た
；る 

事

物

を

：獲

得

す

、る

ほ

先

立

ち

、
扣
：勝

沄

ざ

令

 

V
J示
す
*'
,の
で
：あ

る。
.

人
間
ば
其
勞
働
，に
依
つ
て
自
然
の
抵
抗
^
打
勝
ち

、欲
求
せ
ら
れ
た
る
事
物
を
猶
得
す
る
も
.の
な
る
が
故
^
、則
の 

贸
«
の

唯

一

，の

原

因

は

：勞

働

「

で

あ

，をP
V然
ら
«'
»
の
交
換
偾
値
は
過
虫
^
於
て
其
生
產
.
R赀
3
れ
た
る
费
;1
'
1に
依
つ 

て
は
決
定
せ
ら
れ
ず
し
て
■:
■>现
在
の
智
識
ミ
熟
練
^
の
下
に
於
て
-W
生
齑
R
要
す
る
费
川
に
依
つ
て
左
农
せ
ら
る
、 

や
W
ら

か

で

あ

る

。
：
，
從

令

V

坐
産
，物
の
價
値
：が
«:
會
の
進
步vj

共
に
次
®
{c
低
落
す
る
.は
疑
ひ
を
入
れ
ざ
る
所
で
あ 

る
。
而
bH

乙
は
事
物
の
.一
般
的
眞
规
警
て
、：土
地
せ
雖
も
決
し
.て
此
の
例
^
漏
る
/
,も
の
で
は
.無
い
o
勿
論
人
即 

は
本
源
的
に
土
地
5:
'

劍
造
す
る
事
ぼ
出
來
ね
。
然
し
乍
ら
人
間
は
_
‘に
依
ゥ
て
與
へ
ら
れ
た
る
土
地
を
變

じ

耕
地 

X
な
.ず
々
で
，あ
る
.
.。
土
地
は
其
占
有
餅
に
在
づ
て
味
空
氣
、
日
'光
、
’ 

等̂
の
奴
く
向
_
财
ヤ
あ
る
。
而
じ
て
を
が
债
：
 

値
を
有
す
る
R
至
れ
_る
は
、#:
働
.'に，依
つ
て
行
ば
れ
：た
る
改
a
の
結
*

k
し
て
、唯
何
等
か
の
郁
«
の
人
阳
の
努
力
ぐ」 

關
聯
じ
て
：の
み
其
偾
値
ぼ
騰
貴
ず
る
。蚶
ぢ
吾
人
が
經
濟
生
活
に
於
，て
關
聯
を
冇
ず
る
も
の
ど
し
て
の
土
地
は
、
W

R 

人

間

に

依

つ

へ
て
生
產
恶
具

ビ
し

て

®

成

せ

ら

れ
た

る

も

の̂

外
な
ら

ぬ

。
土j-
l
i
l
k

爾
餘
の
形
態
の
资
本V」

等
し
く
、資
：
 

本
：の
一
種
で
あ
る
。
'而
し
て
資
本
は
そ
が
如
何
な
る
形
態
を
収
るVJ

雖
も
悉
く
同
一
の
法
則
^
從
ふ
可
さ
を
以
て
、
 

土
地
：の
價
値
は
過
*
の

人

間

め

勞

働̂:
栽
く
も
、其
勞
働
®

R
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
ず
し
て
、
现
在
の
狀
態
の
下
^
於
へ

^

ぅ

一

十

ニ

卷

C

ニ

三

七〕

へ
ン9
-
-
.
•チ
ャr
ル
_

?
ゲ
リ
ィ
，の
'督
代
舉
說
：

 

第
八̂

.

1
ニ
4



•

第
ニ
十
1

5
 

(

I

S

A)

へ
ン
リ
！

チ
ャ
1

ル
メ
1
ヶ
リ
ィ
の
地
代
學
說

 

紙
八
號 

ニ

三
 

て
新
ら
し
さ
土
地
を
同
一
の
生
產
カ
あ
る
も
の
た
.
ら
し
む
る
に
.要
す
る
勞
働
选
、
即
ち
W

生
®

®
に
依
つ
て
左
右
せ 

ら
る
、
の
：で
あ
る
。(

五
.

〕

,
f

、地
，代
？
は
土
地
の
使
用
に
«

す
る
支
拂
ひ
で
あ
る
。
而
-し
.て
£:

地
^

し
て
资
本
のr

形
態
で
あ
々
、土
地
所
：
 

有
は
羅
竟
資
本
所
有
に
外
な
ら
ぬ
.も
の
.と
す
る
な
ら
ば
、
地
代
は
爾
餘
.，の
資
本
物
件
の
使
用
に
對
し
て
.
支
拂
は
る
、

利
子
ミ
本
質
上
同
一
な
る
可
き
篑
で
’あ
る
。
他
代
は「

土
地
め
.本
®
的
に
しV

不
可
滅
な
る
力
.の
使
用
に
對
す
る
報 

酬
を
は
非
ず
し
ャ
、地
主
吟
過
丧
^
幾
働
に
對
す
る
報
酬
で
あ
る
ぃ
^

0
地
代
は
利
子
ど
共
ぺ
其
起
泐
を
出
然
^
人 

カ

ミ

设

間

：の

鬪

锻

化

見

'出
す
も
の
で
お
を
。挺
ク「

て
自
然
の
支
*
强
さ
場
合
、
即
ち
地
愤
が
大
な
る
場
合
は
ぼ
地
代
は 

高
く
、
反
對
^
人

間

の

：宠|*
强
备
場
：合
，即
ち
地
傯
が
少
な
る
擞
合
^
ゆ
地
代
は
攸
い
。然
.る
ヒ
社
僉
り
發
展
、發
明
技 

術
の
.進
步
は
.連
れ
W
生
產
费
は
：下

落

ず

故

敗

、
地
代
は
之
等
の
進
歩
S
共
k 
土

地

：坐

處

物

は

比

例

し

v

漸
次
低 

落
す
：る
事
ど
な
る
。(

七> 

所
謂
；リ
ガ
ァ
'Kォ
の
地
代
學
說
な
る
も
の
は
恐
索
的
空
想
に
し
.て
.、
總
て
の
經
驗
ビ
矛
盾 

3
て
©
る
。
耕
作
は
事
實
其
學
說
が
惟
定
し
で
居
る
が
如
く
最
も
肥
沃
な
る
土
地
ょ
^
初̂
ま
つ
て
^
次
劣
等
地
' へ
下 

降
し
で
行
つ
て
は
®
ら
ぬ
。反
*
:̂

'癖
地
ょ
ヴ
沃
地
ベ
、
山
.腹
の
乾
燥
せ
る
、砂
質
^
土
地
ょ
6
#:
間
の
.
肥

沃

な

る

土

 

.

地
へ「

ど
進
む
：の
が
軿
作
の
肖
然
的
顺
序
で
あ
る
々
即
ち
人
|:
|
及
び
富
、從
っ
七
豕
麗
カ
が
堦
大
^
る
場
合
、
常 

初
代
耕
作
せ
ら
れ
た
る
_
地
が
放
棄
3
る)

>
傾
|«
«
]が
生
：ず
る
の
で
あ
6
。0
0蓋
し
如
何
^
肥
沃
な
る
土
地
が
亦
在
す 

る
、も
、初
沏
の
農
業
抜
術
を
以
、て
.し
て
ば
其
等
の
土
地
は
破
木
し
.得
ぬ
程
の
密
*
に
蔽
ば
れ
®
る
か
、
又
は
排
水
し
#
:

S

程
の
沼
沃
地
な
る

か
、乃
至
は
猛
獸
毒
蛇

^-
横
行
ず
る
土
地
な
る

か
，、又
は
疫
病
.の
危
險
あ
る
不
衛
生
な
る
土
地
な

る
'か
何
れ
か
で
あ
.る
i
斯
か
.6
土
.1 '
'は
：人

卩

堺

加

し

資

本

.り
#
猜̂
を
見
る
に
非
ぎ
れ
：ば
、決
し
て
耕
作
せ
>ら
る
\
琳
；
 ̂

^
 

.

j

-
j

_
. ■
r
-~
~
-
-
-
-
,
r'rr
.-
. 

. IJ_
_

_

_

_
 

讀

条
接

ら

：

：

^
淳
^

無
10
。
之
れ
味
反
し
.

へ
，ば
山
股
，の
如
：き
、
地
味
劣
等
な
.る
も
却
つ
て
典
れ
が
爲
に
.箪
木

の

繁

茂

を

妨

'げ

て

居

#.

土

地」 

は
.人

の

勞

働‘
^
'對
し

て

直

：ち̂共
.報
酬
，を
生
ず
る
も

の

な
.る
を
以

て
.、
先

づ

耕

.作

せ

ら
，る

、
、の

で

あ

る

。

c
s 

意
を
楽
す
^
は
、
上
述
：&

«論
は
、人
々(

が
.比
較
的
肥
：沃
な
る
Ih
地
即
ち
勞
働
K
對

し

て

比

較

的

大

な

る

收

益

を̂ 

す
土
地
，を
餅
作
す
る
.代
#
要
な
る
力
を
充
分
k
布
'す
^

,

S

R

S

»

«

の
爲
R
先
づ
W
地
を
選
ぶ
ビ
云
ふ
事

を
*

® 

す

：る
：
も
.の

で

は

無5
人

：々

は

常

代

彼
#

が
.
支*

‘し
得
る
.最
與
&
±:

她
£
取
.る
。
：然
し
進
步
し
つ
、
あ
る
社
#:
、
即
ち 

人
ロ
ビ
富
^
の
增
硇
^
依
ぅ
て
人
々
0
幽
結
力
^

#
進
し
ヴ
、
あ
な
|1
:
;
€ :
^

於
_
で
：
.

_

'

常
：；

作

は

：比

.較

的

劣
等

尊
 

る
，土
地
ょ
6

漸

'次

一

層

肥

沃
*:

る
土
#

{:

(2
'

*

移
す
る
も
.の
'な

高*

を
主
|»

す
る
&

-1
1
:
土
ナ
る
ハ5

、

:レ
。
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第
T
l
+
l
s Cl

1
'四
0)

べ
.ン-.リ'
!チ
ャ
.！
ル
ズ.ケ
：リ.ィ
.の
蜋
代«'
說 

.笫
八
號
 

ir.l

四
ン 

.

-

' :

五
'
:

: 

.

贝
^
ヶ
見
ィ
は
云
ふ
。
リ
カ
ア
：ド
ボ
氏
は
、優
良
他
'の
地
主
ば
彼
が
土
地
^
歡
下
し
た
‘る
資
本
の
利
子
.ど
最
劣
等
地 

V 」

の
收
益
の
差
違
め
を
：合
算
し
た
る
も

の
h
名
目
地
代
と
し
て
收
受
す
る
を
說
会
.、
而

し

.て

此

の

收

益

の

差

違

乙

そ 

眞
の
地
代
で
あ
るV
做
す
。
然
し
乍
ら
耕
作
の
自
然
的
順
序
化
し
て
氏
の
說
.く
處
、，

u

I E

反
.對
で

あ

る

な

ら

ば

、

『

最
初 

の
定
住
者
は
彼
の
土
地
を
貸
與
せ
ん
.：V
J:t
る
際
仗
は
、ノ
利
澗
.マ
ィ
ナ
^
收
益
の
差
違
を
‘(

名
目
地
代
だ
し
て〕

收
受 

す
る
事
を
'佘
儀
な
く
せ
^

^
る
。%
1)

'
:2
.は
財
の
：«
値
が
再
生
產
费
に
依
0
.て
，左
.右
せ
ら
る
、
の
運
ょ
6
も
亦
容
易 

に
推
論
し
得
名
所
で
あ
ら
ぅ
4
リ
冷
ア
ド
.ォ
氏
ば
又
：、甯
及
び
人
口
.の
增
加
R
:
:從
a
'

1

層

劣

等

な

：
る

士

地
R
依

賴

す

る 

の

必

喪

生^ '

る
K
連
れ
：
て■■
■
?

地

主

办

分

前

ば

横

‘加

す

る

傾

向

を

有

す

る

、

換
ー
胃
す
れ
ば
、
，地

代

は

勞

働

が

漸

次

‘
不

生 

產

的v

成

る
^
連
：れ

セ

靡

騰

ず

る

W.

の
命
題
&
揭
げ
て
居
る
，。
然
し
乍
ら
、若
し
も
耕
作
の
®
然
的
順
序
k
し
V

K
述
. 

の
⑽
く

な

ら

ば

、

『

此
の
：命
{1
:
の
ボ
反
對
が
眞
现
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
て
地
主
の
分
前
は
漸
次
減
少
し
、
勞
働 

者
代
對
し
て
增
加
せ
る
*
;
の
'1

所
§

,a
;
-分
前
が
残
ら
ね
ば
な
ら
ず
、勞
働
者
.の
究
極
の
迦
命
は
隸
屬
に：

非
ず
し
て
、
 

掛

由

ヤ

：な
け
れ
，ば
.な

ら

な
'

fe
or

故
校
物

質

；£
對
す
る
人
即
'の
カ
の
增
大
：ど
共
^
、人
問
^
對

す

る

-
<
|«
.
の

カ

は 

減

：退

し

、

而

，
じ

.
：

て
人
類
办
諸
！
^

?)
間
^
本
#
を
*
立
す
る
の
.
不
斷
の
•

が
見
ら
る
、
の
で
あ
る
。』

0
0 

,

次
咚
リ

カ

ア

ド

ォ«
は
^
業
上
の
&

«が
地
主
.に
對
し
て
不
利
で
あ
る
ヾ」

說

く
が
，，ぺ
»

§

は
ル
ゆ
；る
ぼ
％

と
#

 

R
增
加
し
、
斯
か
备
改
良
に
對
す
る
凡
ゆ
る
障
#
が
共
に
減
少
す
る
o
斯
.く
て
.地
主
ビ
勞
働
者
.

vj

は
‘互

ひ

^

完

全

な 

る
：調

和

の中
^

#

ず

る

。
耕

作

の

改
&

.

は
必

然

的̂

宫
0 .

增

殖
ょ

.6

發

生

する

o

.
鋤

や

犁

が多
く
.
な
.れ
ば

な
る
程

、
又 

共

品
質
が'俊

&
V

J

な
れ
ば
な
る
辟
、.
.人

問

の

努

力

に

對

す.ろ
'收
益
は
.
益
i

大
.

€
^.
:ゲ
.
、.
，.
耐
0
.
:で

池

代

は

愈<
■

大

V」

な

li
-:
r
}
!
^

「
v お̂

3メ^

> 

,
r
v
‘
v

rr
.1J
^
i
g
^
B
.
^
.
:
,
^
l

r-
e=
;
:
^
î
、
v
y
;1

'l.
-
<r̂̂
-
G
^
^

m

る
，
。

，

…

^

…

蒸
氣
機
關
が
多
べ
な
ヵ
排
氷
エ
事
が
容
黏
ど
氣
れ
-ば
な
る
栽
、
勞
侧
收
益
は
.大
：ビ
な
6
地
代
名
.亦

大
ビ
な
：る
。
エ
：揚
が
多
く
な
6

被
服
料
獾
#

^

耍
す
る
勞
.侧
量
が
減
少
す
れ
ば
す
る
程
.
..

.

.

..
* 土
地
改
&

设
R

IM
J

け
も
る
可
念
.割
：合

が

大̂
な
う
、
又
勞
働
收
益
、地
代
共
に
增
進
す
る
。
故
に
地
主
の
利
益
は
耐
會
の
^
の
^

大

及

び 

«
^
^
-
走
?:
.«
|
成

す

る.；凡
ゆ

る

率

段̂依
つ
て
直
接
增
太
.せ
ら

る

，る

で

あ

ら

う

j
'r
v
只
.ち

•»
代
は
划
余
レ
資
才
# 

件
に
對
す
る
利
子
€
共
に
.

『

富
及
び
人
口
の
增
加
：it
連
れ
て
W

R於
て
增
大
し
、
而
し
て
.收
益
R

»

f

,

割
合
に
於 

て
i

:F
落

す

る

，
傾

向

』
(

五
審
示
し
、
.，賃
銀
-
相
斜
例
妬
も
絕
對
的
代
龙
‘騰
貴
す
る
.。(

六)

.

.斯
く
て
是
等
の
異
れ
.る
«:
: 

會
諸
階
級
'の
利
害
の
調
和
? :
:

見
る
の
で
あ
る
。
即
ち
社
會
の
進
步
は
依
つ
て
利
益
3
る
、
も
の
は
一
部
の
階
級
に
は
。

非
ず
し
^

全

階

級

で

あ

來
”

. 

，

'

"

'

 

:

'勿
論
人
！̂
がマダサス跃の說

|く
が
_
ズ
幾
何
級
數
を
以
て
增
加
し
、其
停
止
す
.る
邋
を
知
ら
ず
ミ
せ
ば
、此
の
_

和

：を

維

持

す

る
.事

は

出

：來

な1/'
^

た
る
食
物
^
上
に
靖
殖
す
る
不
_
め
«
向

が

あ

る

。
、

。
'然
し
乍
ら
事
實
は
何
處
R
於
て
.も
供
給
は
靈
舉
の
結
果

 ̂

る
事
を
證
W
す
る
o
凡
少
る
生
物
の
爲
.に
存

す

可

会

食

物

量

ば

實

際

：上

.無

限

：
で

あ

る

。

、：

，
i
菩
人
は
全
國
の
森 

砵
に
於
て
食
%
を
見
出
し
得
ゐ
丈
け
の
家
畜
：よ
>
も
、5 1

に
.多
數
の
家
畜
を
1

'
&場
が
饰
養
し
得
る
事
を
^
る
然
ら 

ば
先
^
場
合
は
於
七
瓦
英
^
の
土
地
よ
う
供
給
せ
ら
る
、
食
物
よ
々
も
、
後
の
場
合
^
於
て
-:
ー
 
英
町
の
土
地
よ
6
得 

ら
る
>
食
物
の
.方
が

一

廢

：多
，景

¥
る
可
洽
は
：極
め
て
明
&

‘で
あ
る
。同
樣
,

は̂
-旣
に
奈
能
'の
刺

^

依
つ
て 

意
せ
ら
れ
た
る
、一
も
の
な
，る
.事
も
明
®
で
あ
る
蓋
し
人
は
最
初
此
の
'地
.球
内
R
値
か
れ
ざ
う
し
所
の
も
の
を
土
地
よ 

k
引
.出
す
事
能
は
ざ
る
が
故
で
あ
る
^

 ̂

於
て
も
食
物
は
求
め
«
ら
る
、
も
の
な
る
ホ
を
、人
々
は
他
入
^

.?
;

ニ
十
二
卷■ 

- 

(

ニ

四1
)

へ
ン
リ
丨
チ
ャ
1

ル̂

•

ヶ
リ
ィ
.0

地
代
.學
說 

笫

八

诚

1

ニ
五
一



:f
lオH

卷

C

H
pi
l
ニ)

へ
ン
-
上
チ
ヤ
1
ザ
ズ
>ヶ
セ
ィ
^
雄

代

笫

八

：

狨

U
H

ハ
 

の

-^
合
^
:依
^
:て
知
ら
：ね
‘ば
な
ら
ぬ
。
此
の
辦
^
失
败
す
るVJ 、

人
々
は
.

『

リ
力
ァ
ド
ォ
•
マ
^
サ
ス
流
の
著
作
^
ど
共

ド
»
領
'

「
慕

0

_爹

，.基

_
す
ま
:°
然
し
國
窮
；の
»
際
_
激
_
獄
人
^

の
で
あ
る
。
.r 

:

:
.

如
何
に
.所
謂「

/»
意
せ
ら
れ
た
る」

カ
の
貯
藏
.量
.が
大
な
る
も
、人
.間

が

，其

カ

を

適
.常
.に
相
1

襟 

し
，得
る
：ド

：生

多

迄

は

、

.潜
在
米
開
發
.の
«
た
ら
ざ
る
を

得
ぬ
の
で
あ
る
。
k
八)

?

所
謂「

用
意
せ
_.ら
れ
た
るJ

食
物 

&
が
無
限
な
る
1
;-
(
1
:
ま
ら
ず
、食
物
め
供
給
.は
其
.需
耍
に
比
.例
し
て
埼
大
す
る
傾
向
を
有
す
る
.
"然
も
一
方
、食
着
に 

對
す
る
人
問
の
絕
對
.所

'¥
录
は
«
次
：減

少

す

石

傾
.向
が
'あ
る
の
ヤ
あ
る
。(

さ

|1
1

又̂
人
.ロ
は
自
己
調
節
的
.で
あ
る
。
 

勿
論
：*
人
は
#

*

#或
X

«

®

R於
て
1
人
間
の
增
殖
カ
.が
食
物
の
供
給
*
を
凌
，駕
.せ
し
$

の
亦
在
を
.否
離
す
6 

#
で
推
省
い
。然

し

ま

、を
は
軍
母
る
事
實
に
し
て
、法
.训
ど
稱
す
可
き
も
の
ヤ
‘は
.無
$
‘。文
明
が
人
||
1
]
-
の
勞
働
^
.
代 

ふ
る
に
.|;
|
然

カ

を

以

て

す

想

，
の

心

^

^

#双
は
、
筋
肉
勞
働
の
.範
圆
が
*
次
縮
少
し
精
祌
的
活
動
の
領
城
が
漸
式
擗 

火
す
る
事
女
依
ゆ
て
、人
郎
の
精
カ
の
生
«
カ
か
ら
生
命
維
持
カ
へ
の
轉
向
を
來
し
、以
て
人
口
梢
加
率
を
遞
減
せ
し 

.む

：
る

，
で

あ

ら

 

>っ(1 

C
Q、：.<£
:o
.

十
'
'
:
:

.

.

.
' 

r;..

以

,1
:
の
所
說
Jr
a

t
ii
る
R
、
®{
r
,
K
A
p
0

僧
*
に
し
て
富
を
僧
大
せ
し
め
、
富
の
咐
'*
]
は
21
に
人
間
:0
自
然
扭 

服
'*
を
咐
火
せ
し
め
、
K

R其
似
上
の
富
の
響
積
を
容
易
な
ら
し
め
、
常
_
の
增
加
k
於
け
る
進
步
加
速
度
的
せ
成
：る 

ど
す
る
な
ら
ば
、
動
態
恂
見
地
ょ
6
し
'て
收
益
«
減
の
法
則
の
作
用
し
$
る
众
地
は
無
く
な
々
、
面
し
て
灰
對
に
收 

益
遞
減：

が
不
斷
セ
fr
r
ら
S
る
、
事
f
/d
:
:る
。
5*
ド
土
地
^
就」

て
见
る
^
.、
耕
作
が
常
k
瘠
地
ょ
み
漸
次
沃
地
べ
£
 

む
も
の
(£
す
る
な
ら
ば
::
新
ち
^

&
吐
地
.が
_
作
せ
ら
る
、
^
連
れ
ヤ
土
地
收
益
は
愈
々
大
ど
な
6
、
地
代
の
和
對 

的
下
^
ど
和
俟
つ
て
、
一
«
邋
の
^

に̂
»
す
る
收
益
は
伽
'速
度
‘を
以
<て
»
咐
す
る
。
：#
し
て
«
飯

，
の

遞

%
,
は

如

何

な

,
5
.
:
.

4:
^
代
.就
.
^
.
见

る

：も.等
.し
く
®
.る
所
.な
'る
を
以
_つ
■て
、
.甜
會
諸
r

&
の
e
"
.
の
范
&
'は
沖
^
可
转
"
る̂
犯
び
.を
'

Hr

す 

る
の
M
0 p

あ
る
o
然
ら
ば
斯
か
る
鄯
物
の
^
程
は
人
類
究
極
の
運
命
^
就
.て
.何
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
か
。
を
が 

リ
カ
ァ
ド
ォ
の
所
說vj

等
し
く
、靜

1!
:
狀
態
*
る
事
.は
其
人
ロ
論
其
他
か
ら
之
れ
を
袼
知
す
る
事
が
出
來
や
ぅ
即
ち 

人
：!：
!
.が
極
度
は
增
加
し
最
：早
#
の
地
:1
.
代
人
を
容
る
’
餘
地
が
無
く
な
.る
時
に
至
.る
迄
、
人
ロ
は
漸
次
其
咐
加
率
を 

成
じ
行
さ
、
遂
に
此
の
極
限
に
於
て
靜
业
す
る
に
至
る
。
而
し
て
一
方
常
の
增
加
率
ば
入
|:
|
增
加
率
の
«
返
ビ
共
，
 ̂

減
退
し
、其
靜
止
ビ
,*
k
:靜
ih
ず
る
へ
然
し
：乍

ら

此

の

®
限
：̂
於
け
る
人
賴
の
觖
態
は
、
リ
力
ア
ド
ォ
の
場
合
に
於
'け 

る

が

如

く

、

地

主

：獨

6
甯
裕
に
し
-1
:
勞

働

者

は

觀

か

：に

其

生

命

を

»
持
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
陰
慘
な
る
狀
態
ど
は
疋
反 

0
6
:
彻

资

ば

極

め

て

：
豐

甯

で

あ

久

.辯
然

：は-
<間
括

代

っ.て
勞
作
し
、人
は
«
ら
糈
神
的
方
尚
に
の
み
活
動
し
、

® 

し
て
個
^
の
生
命
は
顧
や
張
期
は
^
る
P 

;一一

「

方

社

會

狀

態

は11
想

的
.、

/ 」

成
ク
、
貧
闯
は
.全
く
其
跡
を
斷
ち
、
各
個
：
 

人
の
私
有
財
產
.は
‘典
大
少
の
別
を
脅
ず
る
で
あ
ら
5
。-
即
ち
そ
は
五
"
‘人
人
類
が
曾
.：て
.
1度
；失

ひ

た.る
：樂

園

へ

.
の

復

歸 

を
豫
^
す
る
も
の
^
外
な
总
ぬ
の
で
あ
る
？ 

'
:
:
.
■
.
:■:」 

,
::
•
.
.
:
'
.
.
.
. 

—
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v
o
l
.

 

I
l
l
,

 

p
.

 

3
5

2
*

::. 

.

パ
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一
 
o
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c
f
'
.
i
b
i
d
.
,

 

v
o
l
'
.
I
I
c
.
p
p
.

 

2
6
6V
.
.
.
3
0
2.
.3
0
4, .3

0
5
.

w
び
？
力
ア
ド
オ
.C
:
ケ
y
ィ
マ
し
の
所
論
^
比

較

す

る̂
.、
リ
力
ア
ド
オ
.
0學

說

は

、

不

變

の

カ

，を

有

す

る

人

«*
の 

生
a
力V 」

の

關

係

^

於

て
は
士
地

の

供

給

が

制

，限

せ

ら

れ

て

居
る
事
、並
(C
土
地
の
遞
減
的
生
產
力
を
®
設
し
、
ヶ
リ 

ィ
姆
學
說
は
く
人
類
の
#

*

述̂
U
て
_
s,
;

D
ff
く
人
類
の
生
殖
力
€
の
_
係

に

於

て

は

土

地

の

供

給

が

.增

加

す

る 

ミ

め

原

則

の̂

打̂
^
茂

ら
れ
：
て

傾

る
o
ブ
カ
„

.
ォ
.に
在

つ<.
は
；
、.勞
働

は

土

地

以

外

_
の
任
意
加
增
财
の
偾
値
の
ぃ 

み
：?:
嫌明じ、タ
に
作
つ

•て
は
、
勞
働
は
±
_
の
«
値
を
も
說
明
す
る
。
前
者
^
耕
作
の
順
序
は
沃
地
か
_

一：
 

她
ス
く
猶
む
も
め
な
る
も
、
後
器
の
耕
作
M

序
：は
瘠
地

か

ら

，沃

地

へ

ヒ

進

む

ヰ

の

で

あ

.る
。
リ
カ
ア
ド
オ
は
±
地
；
 

を
生

嫌

の

特

殊

.要

*

^

^

も̂
、
ダ
リ
沁
は
出
地
は
資
本
ど
讀
做
す
。
從
つ
て
.前
者
^
在

つ

て

は

、
地

代

は

：無

地

： 

代

_

界

以

上

の
較
差
的
餘
剩
で
.あ
4
、「

後
者
妓
*
つ
て
は
、
土
地
の
形
態
に
於
け
る
資
本
上
の
利
子
で
あ
る
.。
リ
カ
、
 

ド
ォ
は
農
事
改
&
は
全
地
代
の
減
退
を
龜
起
す
る
W
U1
心，惟
し
、
ヶ
リ
ィ
は
全
地
代
.の
增
加
を
*
起
す
るvj

思
惟
す
る
。
 

SI
M

者
^
取0:

て
ば
.,
'入
：R
の
f

#
、收
益
遞
減
並
k
利
潤
及
び
賃
銀
0
损
失
に
茈
く
地
代
の
.員
*
を
*
味
し
、
. 

後
考
^
取
づ
て
は
：、

」

^
益
*

«並
ほ
地
#
及
び
«

«(7
)

担
失
^
拔
ぐ
«

«
の
騰
貴
を
意
味
す
る
.。
從
o
て
リ
カ
ア
ド 

オ
は
自
然
0.
«.
蓄
通
じ
て
贫
圈

^
對

す

る

說

明

を

求

め

、
，
そ

リ

イ

は

人

間

の

過

失

を

通

じ

て

贫

匿

#

す

る

靡

斯
か
る
相
違
は
而
、

.前
|者
が
#;
國VJ

の
.第
一
一
次
-1
年
，戰
讚
の
終
了
時
に
於
け
み
.悲
觀
的
英
_
に
屉
住
し
、後
者
が 

へ

T

八
_
七
*
後
.の
繁
榮
の
黄
金
_
に

於

け

：る
：樂
S
M:
米

隆

代

居

鉱

せ

し

事
>
:
:
ー？

ヵ5ァ
福
ォ"當
||
|
の
英
國
は
貧
样
の
» 

大
R
惱
焚
‘3
る
、
^
共
^
、榖
物
に
對
す
る
.需
要
.の
揿
加
は
耕
作
限
界
點
の
.下
降
を
惹
*
し

、
地
.
代

は

漸

次

騰

貴

す

る 

の
傾
向
を
示
し
て
厨
々
、

一

方
ヶ
リ
ィ
當
時
の
米
國
R
於
て
は
、
極
貧
渚
は
絕
無
R
し
て
、
人
U
、の
增
加
.從
つ
て 

穀
物
^
對
す
る
需
耍
の
揿
加
は
富
ゆ
增
翁
ビ
農
業
技
術
の
發
展
を
伴
，つ
て
、
耕
作
が
漸
、次
.一
.層
肥
沃
な
る
低
地
べ
ゆ 

ふ
の
.觀
が
葙
ん
職
し
て
勞
働
者
の
墙
麻
ぱ
不
斷
に
改
善
さ
れ
づ
、
あ
-

0事
、页
に
英
國
は
穀
物
輸
入
_
^
:し
弋
、
 

米

國

：は

鐵

吻

輸
3
國

な

ム

む

事

等

の

周
|1
§
事
修
^
影
響
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
辦
明
か
な
.る
%■
'
、

然

も

其

根

本

的
 

な
ぞ
相
違
ぼ
雨
者
の
見
地
の
相
違
に
甚
く
も
の
で
'あ
る
。
即
ち
リ
.力
ァ
ド
ォ
の
地
代
槪
念
は
靜
態
的
で
あ
.々
、
共
公 

式
.は
不
變
ー
的
狀
態
：の
测
定
に
役
立
つ
も
の
.な
る
^
反
し
、
•ヶ
リ
ィ
の
地
代
槪
念
は
動
態
的
し
て
、
彼
は
)li
t
#'
を
進 

#:
的
の
も
のVJ

見V

居
る

の

で
あ
る
。
即
ち
、
.
リ

力

：

ア
ド
ォ
の
地
代
*
.の
核
心
を
な
す
も
'の
ば
收
益
遞
減
.の
法
則
で
あ 

，る
.。
而
'し
.て
グ
リ
イ

は

.リ

力

ァ
ド

ォ

の
學
說
を
皮
駿
す
る
.R
常
つ
て
一
見
此
の
法
則
の
存
在
を
否
定
せ
し
に
非
ず
や 

皮
疑
は
••る
ん
が
如
i
 一 
P
J作
し
て
居
る
。
然
も
彼
は
其
の

著

作

の

，
.何
れ
の
部
分
に

於

，

て！も
、
定
»
.せ

ら

れ

た

る

，
而

微
 

：

の

*
地
1

{
の
«
益
遞
增
5 :

主
張
し
.て
居
ら
な

い

o

假

ぅ

^
山
] ©

の
土
地
が
絕
べ
ず̂

益
遞
增
を
齎
ら
す
^

の

、

と
せ 

ば
、
其
土
地
は
，や
が
て
低
地
ょ
ゲ
も
生
.產
的
€
な
6

、
■敢
て
低
地
を
耕
^

す
る

の
耍
無
き
ft
至
る
！̂
く
、
斯

ぐ

て

は 

ヶ
タ
^
.の
所
謂
耕
作
の
向
然
的
3
序
の
主
張
は
全
く
無
意
義
ビ
な
ら
§'
.る
>
得
な
.
5。
'此
の
矛
盾
を
解
決
ぜ
ん
ビ
せ 

ば
、ヶ

免

ィ

_

<>
v
.は
、
リ
力

ァ

，ド
方

^
於
け
る
が
如
く
土
地
は
生
產
上
の
定
限
的
毁
素
R
非
ず
、
從0

て

而
積
の 

_
限
«
:る
概
念
は
全
然
彼
.の
推
理
.の
中
妃
存
せ
ざ
4
じ
事
^
.想
到
.せ
ね
.ば
.な
''
?
>
-
ぬ
。.
即
ち
ヶ
リ
ィ
に
取
つ
て
の
收
益 

第
二
十11

卷

〈

ニ

‘

四
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®
ヘ
ン
リ
！

チ
ヤ
丨
ル
ぞ
ヶ
リ
イ
の
地
.代
.學

說
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へ‘ン'リ
！
.チ
.ヤ
ー
火
>
*ヶ
タ
ィ
0
地
：代
鹖
說
” 

筋
.几

独

1
H
;

.®

遞
_

は
、
：
リ
ヵ
;7
'

ド
.
ォ
の
.意
味
す
る
が
如
#

靜
態
的
收
益
遞
滅
の
犁
な
み
否
定
公
は
全
然
興
る
.も
の
で
あ
る
。
，彼
^
 

,
取

り

七

：
は

，
マ

問

題

ば

.長
：期
に
亘
る
動
態
的
の
ぃ
も
の
で
あ
る
-ブ

::
:

'

.

.

..
■
••
.
ノ 

. 

.

ぃ
土
地
は
勞
爾
及
枕
.資
本
A
共
依
生
'產
耍
素
で
あ
る
。
生
.產
.要
素
の
供
給
は
其
：の
眾
な
る
*
ー̂

依
つ
て
は
.测
定
せ
ら 

れ
ー
ず
し
.て
い
：
其

收

益

に

侬

つ

.て
測
定
せ
ら
れ
る
。
,勞
侧
者
の
数
は
.勞
働
の
.供
給
最
を
示
.す
ネ
の
.で
は
無
い
o
选
人
は 

其
勞
働
者
の
熟
練
、
力
及
び
：紙
織
の
如
何
^
知
ら
ね
ば
な
ら
枳
。
同
様
に
、
土
地
の
供
給
贵
を
云
々
‘す
る
場
合
^
は
、
 

位
：歡
、
：地
味
、及
び
«
約
の
鸦
度
を
而
職
ド
#-
し
く
考
虛
^
.入
れ
ね
，ば
な
ら
ぬ
、。
M

k如
何
な
る
生
產
耍
素V 」

雖
，も
、
 

其
傲
我
的
效
用
が
有
效
效
JI
J
ど
成
る
迄
は
經
.濟
的
R
■は
存
&
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
。
海
底
に
於
け
る
金
塊
は
取
^
潜
在 

的
效
用
の
み
&
有
す
る
釔
以
て
、m

濟
的
の
.存
在
物
で
は
無S

"

.同
橾
R
.、
ダ
リ
.ィ
の
意
味
^
於
け
'る
.肥
沃
な
.る
.沼 

澤
地
は
、人
間
取
之
れ
&
聋
¥

る
泛
至
ぢ
ざ
る
限
6
、經
濟
的
の
非
存
在
で
‘あ
.

$

mか
る
、
人
問
の
欲
紫
充
见
の 

用
に
供
し
#'
ざ
る
土
地
ば
、：土
地
の
供
給
の 

一
•部
を
形
成
す
：る
も
の
.で
は
.無
い
.o
現
在
の
.狀
態
の
下
に
於
て
利
用
不
可 

能
な
る
土
地
を
^
含
め
‘て
、
土
她
の
供
攀
ぬ
定
映
せ
ら
れ
て
®
る
ビ
斷
定
す
る
者
の
誤
6
な
る
は
云
ふ
迄
本
無
い
。
 

運
河
、
桃
水
、
灌
«
、
交
狐
機
關
办
發
達
等
、
也
來
秈
用
不
可
能
な
6
し
土
地
を
利
;1
]
せ
し
び
る
^
至
る
所
の
，％
の 

队
土
地
の
有
效
效
用
、：
從
ヴ
て
土
池
の
供
給
を
外
延
的telF
加
.す
る
も
の
で
あ
.

又
.集
約
的
農
業
5：
可
能
な
ら
U 

^:
る
ル
ゆ
る
1£
事
改
13
1
ノ 

W
ち
二
定
而
^
吵
土
地
を
し
て
從
來
ょ
ク

も
11
1
に
多
，̂

_の
需
耍
^

»す
る
^

せ̂
：し
む 

る
ー
切
の
.丰
段
は
、
潜
#
的
效
那
釭
有
效
效
用
に
變
じ
、
'，以
て
土
地
の
.經
濟
的
供
給
.を
內
包
的
に
咐
伽
す
る
も
の 

で
あ
る
0(

1〕

： 

‘ 
：ノ

S
て
收
益
遞
滅
は
總
て
の
生
產
耍
素
に
兆
通
な
る
も
の
で
も
：̂
、
耿
竟
、
，之
，れ
を
生
鹿
要
素
間
の
：节
比
例
K
靡

^

し
め
.得
る

’.。
此

の

生

產

要

素

間

把

比

例

，を

保

た

ん

V 」

す
る
.の
目
的
K
對
す
る
.手
段
は
即
ち
.「

.代
替」

.csubst

ザtioto 

:で
あ
る
。
代
替
は
各
®
素
が
最
高
能
率
を
擧
ぐ
る
様
^
調

節

せ

ん

せ

す

る

。

即
，ち

不

，此

.例
は
收
益
遞
減
を
意
味
し
、
. 

眞
の
.此
例
を
齋
ら
し
又
は
之
れ
^
近
づ
か
し
む
.る
代
»
は
、收
益
，の
‘增
加
を
意
味
す
る
も
.の
で
.あ
る
。
土
地
、資
本
及 

び
勞
働
が
全
然
*
作
に
：の
み
：®
用
せ
ら
る，

、純
然
た
る
^
員
經
營
R
於
て
も
、
«

代̂
替
.の
.範
圍
が
比
較
的
則
膝
ぜ
：
 

ら
れ
：て
.翁

重

產

^

;2
0
然
ら
ば
即
ち
靜
態
的
收
益
遞
減
S
動
態
的
收
益
遞
增
ど
•は
全
然
異
な
る
範
_

^

M 

し
。
.從
つ

•€
一
*
を
1
&め
.る
»*
は
^
^
.て
^
.
を̂
.
定̂
す
る
«
^
.は
-な
.ら
.ぬ
'の
で
，あ
.る
;0
:
Q

Dケ
乂
ィ
..の「

Tr
謂
^
^
^
へ
 

の
；推

移

を

、
斯

か

る

光

を

以

セ

照

す

な

ら

.ば
、
.之
れ
を
次
の
如
.く
叙
述
す
る
*
が
出
'來
や
ぅ
。
' 即
ち

：、

人

ロ

ほ

先

づ

： 

瘠

地

化

定

住

すa'
:。
此
，：の

場

合
^
:は
資
本
及
：び
勞
働
が
不
见
要
素
で
あ
る
。
や
が
て
資
本
及
.び

勞

働

は

增

加

，じ

て

土
 

地
：が

不

足

要

素

逆

な

る

も

、

人
：；：ロ

及

び

富

の

墦

加

は

資

本

及

：
び

勞

働

.の

.比
較
.的

多
:]
!
1
:
を

必

诞

ビ

す

る

一

®
肥

沃

な，

o 

:土
；地

を

占

有

耕

作

す

る

を

#
せ
.し
：め

、

却.り
て
資
本
及
び
勞
«
を
.不
足

要»
.た
ら

，し
，め

る

。

や

が

て

資

本

及

.び

..勞

働 

は
'咐
如
し
て
、
士
.地
は
不
延
耍
_

H'
:
Jな
6

、
餅
作
は
3 1

^
ー
層
.肥
沃
«
.る
土
地
べ
移
6

行
く
。
之
等
の
運
動
の
，結
* 

を

動

態

的

見

地

：

.ょ
ゥ
觀
る
時
は
收
益
遞
增
な
る
も
、
然
も
總
て
の
運
動
は
收
益
遞
減
め
法
則
^
從
ふ
も
の
で
あ
る
0 

即
ち
カ
ー
ル
\
デ
，ィ
|
ル
が「

ソ
ヵ
ァ

、-]
'
.ォ
論
(_
に
於
て
、
物
现
的
法
則
ビ
し
て
の
收
益
遞
減
は
_人
問
活
動
の
進
步
^

» 

し
^
限
界
を
蔺
ぐ
ネ
、
然
も
そ
は
唯I.

.つ
の
_
界
を
設
く
る
^
止
ま
{
、'人
間
活
動
の
進
步
を
阻
北
す
る
も
の
^
非 

ず
ど
做
し
た
る
の
言
0

@は

其

雜

以

：て
：
ヶ

リ

.ィ
の
見
解
ど
觀
る
事
が
出
來
や
ぅ
0

ぐ
I

V
 

C
t
.

 

T
u

r
n

e
r

,

 

o
p

.

 

c

r

p
p

.

 

1
2

6
,
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2
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-

コ
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.
 

o
^
- 

0

,

f
 

?

 

$

密
二-

K
l
s

 

(

ニ
埤
隹 

<
:
シ1
丨
.，チ
¥
!ル
^

|

9ィ
^
地
減
說
：：：
 

0

0

r
s
.



第
1

ー
屮
-.ニ

卷

0

一
四
A.〕

へ
ゾ
，
-
*チ
ャ
‘
-ルズ
.，
ヶ
リ
ィ
の
：
鸷
.鹖
«

荧

：»

5
:
1
1

 

(

.三〕

.Marshall,.op. :cir

?
. 

1
6
5. 

s
)

 

. 

D
i

e
s

Q
p
'
d
r
w
d
.
'

I,, 

s
'32

0
:

洵
k
.ヶ
.ブ
ィ
の
所
說
を
斯
の
如
ぐ
解
す
る
.時
、
そ
は
リ
‘ヵ
.
.ァ

.|
'
ォ
'の
地
代
論
を
ー
.步
露
.ま
し
む
る
^
當
つ
て
マ
大
. 

嗯
不
を
與
ふ
る
も
のVJ
云
，は
ね
ば
.な
ら
ぬ
。
リ
'力
ァ
ド
ォ
.の
：學
說
は
制
限
.せ
.ら
れ
た
.る
靜
態
的
假
設
の
下
^
於
て
は 

疋
.常
で
あ
る
。然
も
彼
は
マ
ァ
-シ
+
ル
の
云
へ
る
が
如
く
^
ハ

の

推

論

を

收

益

遞

減

^
法
則
^

^
浈
繹
す
る
^
餘
り

 ̂

.性
急
で
4
つ
た
。
2

>
勿
論
ー
切
の
科
學
.
収̂
.：6
-推
理
を
，.進
ひ
.る
上
^
於
て
、
其
對
象
/2
.る
一
つ
の
现
象
.の
中
^
共
. 

在
繼
起
す
る
諸
力
屮
、
ニ
三
の
も
の
、
み
.を
取
つ
.て
.總
て
其
以
外
の
諸
力
は
之
を
作
用
せ
ざ
る
％
の
ミ
し
て
«

© .
»

 

を
度
外
覦
す
る
_
に
'侬
；
つ

て

、
始

め

て

共

現

象

の

部
分
的
解

決

を

爲

し#
る
も
の
な
ふ
も
、.然
％
爾
餘
0

^

は̂
：決
：し 

rc
離
f
な
る
た
非
ざ
る
が
故
に
、‘
必
ず
や
贺
ニ
段
R
.至
つ
.

V
、

假
設
的
^
無
視
.せ
.る
諸
カ
を
.漸
次

に

解

さ

放

：ち

、
‘
母
 

’
等
賭
條
#の

：：

祓
_
絮
る
交
互
作
用
.?
:
觀
¥

、
以
.て
劬
態
的
卯
题
の
範
阓
を
順
次
^
擗
張
し
、
#
態
的
假
«
の
^
陶

：
 

を
狹
め
ぜ
行
：か
ね
ば
，な
ぢ
ぬ
:0
2
襄

ソ 

て
組
織
の
.增
加
ど
共
に
土
地
收
益
は
遞
增
す
る
ビ
沄 

つ

れ

。
：
，妻

識

失

は

 
>農
業

：者

孩

る

ビ

或

は

.辄
會

入

た

る

：
ど

を

間

は

^
、,
人
.の
存
在
^
依
づ
.て
助
け
ら
る
；
>
^

^
あ
：る
：'0
:即
‘ち
收
益
遞
減
の
法
則
は
、
一
地
方
の
農
業
^
投
‘せ
ら
る
、
全
部
资
本
及
：び
.勞
侧
に
，は
取
獨
0
農
場
^
於
け 

f
程
M

敏
^

用
せ
ぬ
の
で
あ
る
。
勿
.論
ダ
ゾ
ィ
の
所
謂
耕
作
の
肖
.然
.的
順
序
は
動
態
的
見
地
ょ
ヶ
し
て
も
普 

a

u

x

v

^

a
は
.云
び
得
な
い
0然
し
乍
ら
、最
初
ぱ
選
ば
-れ
.た
：る
土
地
が
常
，̂
終
極
^
於
て
^

4
»

|

る
土
地 

I

!

.

ぐ
し
な
A
ぐ
し
は
決
し
て
•期

待
t
'
.
xl
ば

$
ら
，
ぬ#

力
ァ
ド
才
は
.
>
:
:
ァ
シ
.ャ
^
.の
衍
摘
せ
；る
；が
如
く
、-此
；，
の

點

を

考

察

し

て

民.

，
.：
..

.

.

..

r 

.. 

^

展

ら

ぬ

。

成

稆

新

し

、ぎ

國

^
:於
て

汍

先.
«國
.の
邊
*
が

肥

沃

地

ビ.見
5;
:1
:
'地
ょ
.办
も

彼.が

劣

等

地

VJ

•見
る

瞵

接

地

...の 

穷

が

除

は̂

^

#作
さ
.る

、
^
^
上

事

實.ば
、、リ
力
ァ
ド
ォ
.の
學
說
•の
|
般
敷
.
€̂
矛
盾
す
^
も
の
で
は
-̂

い
。
リ
力 

ri
ド
ォ
は
最
も
«'
沃
な
.る
土
地
が
最
初
^
耕
作
3
る

、
€
說
い
.た
が
、.：之
れ
は
#;
.の
云
は
ん
ど
す
る
惫
味
^
於
.て
は 

1£
當
で
あ
る
。然
し
乍
ら
上
記
の
事
實
の
實
際
的
重
'耍
性
は
、
人
ロ
の
咐
加
於
衣
食
の
資
料
に
加
ふ
る
勝
迫
を
增
加 

せ
し
^
る
條
件
に
_
聯
じV

.

存

す

る

較

る

b
.域
ち
リ
力
.ァ
ド
才
は
«
密
次
.る
人
1
:
1
が

纖

^
與

：
ふ

る|«
:

換

の

利
 

益
を
及
過
しV

居
る
。
人
は
办
增
加
は
.
'
:

f

般
it
«

_

®
 

_

等
し
き
享
樂
办
物
質
獅
枭
及
び
生
產
柳
助
螢
科
の
續
加
釔
伴
ふ
時
は
.、
,凡
ゅ
.る
種
.類
.の
享
樂
の
總
體
所
得
は
比
例
以 

上
^
增
加
す
る
も
の
で
あ
る
。(

三)

.

.

.
：：

1

ゾ
ヵ
尤
ド
ォ
味
地
哝
の
差
興
の
不
變
«
を
主
张
す
る
。
然
し
乍
ら
地
味
の
尺
度
ば
總
て
所
ど
時
？
^
相
對
的 

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。出
地
.の
沃
度
に
は
.絕
對
的
茂
度
.は
触
い
。
坐
產
^*
«

些̂
の
.||
'化
«
き
場
合
^
於
そ
す
ら
、
生 

康

物

：ド

對

ず

る

眾

絮

る

«
懸

输

_
が
.、沃
堞
ほ
_
じ
1:
從
.來
11
_
接
地
«
躬

占

冷®

*

:

^

!

®

^

^

あ
る
。苽
^
耕
作
が
钺
^

§

的
な
る
揚
合
^
地
樣
最
も
劣
等
な
る
土
地
の
多
く
は
、耕
作
が
集
.的
約
ど
な
る
埸
合

 ̂

地
味
最
も
®
か
在
る
出
地
ビ
な
る
も
の
で
あ
名
：

o
:

>

ァ
.シ
ャ
ル
：は
此
の
现
を
銀
を
例
に
取
づ
て
巧
み
^
說
叨
し
て
扱 

る
パ
0

K

R又
、
現
に
廣
く
栽
培
せ
ら
れ
.て
«

‘る
作
物
及
.び
特
殊
.の
土
地
.に
對

す

る

耕

作

方

法

の

好

逾

性

^

於

け

る 

變
化
ど
獨
立
に
、
土
地
の
攸
値
の
相
違
が
，不
斷
^
減
少
し
行
く
.の
傾
向
が
あ
る
"
即
ち
何
等
反
對
の
.特
殊
原
因
無
& 

限
4
、
人
‘_ロ 

 ̂

f
の
.增
.加
は
劣
等
地
め
價
値
を
肥
沃
地
の
«
«1
に
.接
：近
せ
し
む
る
も
の
.で

あ

る.0
蓋

し

劣

等

地

ビ
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岚
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あ
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笫

八

躱

一

三
四

r
侬
.’つて
ナ
’，s
ic
減
少
さ
れ
^
6.
'
が
故
で
あ
る
。S

此
の
點
^
關
し
、

ル
ロ
ア
•
ボ
ォ
リ
ュ
ゥ
は『

富
の
^
八
リ
酣
論』 

第
ニ
#
は
於
て
處
の
傾
向
を
例
證
す
る
幾
多
の
«
實
を
揚
げ
て
思
る
。(

六〉

即
ち
土
地
の
差
違
及
び
富
の
不
平
等
な 

る

分

账

の

：
爾

餘

め

客

觀

的

蜃

ぼ

入

間

養

違

が

少

で

あ

A
、
人
間
の
■消
費
が
靜
的
で
あ
る
文
明
の
初
S

I
C
A 

て
I

著
し
く
、現
今
の
如
美
化
階
段
装
つ
て
は
：、知
I

增
大
が
劣
等
地
を
一
.層

赁

S

土
地
ど
な
す
f

 

依
I

地

墨

違

を

減

少

せ

し

め

，
、
，

I

方

消

費.の
I

性
S

 

物

理

的

侃

因

に 

f

地

代
f

減
■

じ
む
’る
の

でI

;
。
S

マ
.
r
.シ

ャ

ル

が

『

现
.代
k
於

て

は

新

國

の

g

發

，が

低

廉

な

る

盡
 

躯

賃
S
相

俟
5

、
英

國

勞

働

者

，

1

賃

銀
I

ミ

す

れ
f

小

麥

の

半

ブ

ッ

.シ
エ
ル

.
5

足

ら

？

し

際%

7

"
 

ル
.サ
ス
、
リ
ヵ
ア
代
ォ
枚
依
0
:て
：使
用
^
れ
た
る
意
味
^
於
て
の
收
益
遞
減
の
傾
向
を
殆
ざ
阻
北
ム
た』(

八)

ど
云
、
，
 

る
は
斯
か
る
意
味
^
於

あ

る

^
:
:
.
:
: 

•

'次
i
ッ
プ
尸
} 

の̂
"辱
'1
ば
|

然
の
客
觀
的
差
.違

にの
：，
み
：
注

目

し

：
て

、
人

間

.

.の
主
観
的
差
違
を
看
過
し
て
©
る
。技 

步

又

は農
#
改

良
の
み
な
e>
:ず
、
^
業̂
.者
，の
個
性
:̂
亦
收
益
並
^
.收
益
の
增
加
k
對
し
て
it
t
:大
な
る
，役

«
5r
; 

I

I

の
：1

る
。
g

f

通
常
優
れ
f

l
業
者
は
劣
等
地
の
收
益
を
し
て
、
才
能
の
比
：例
以
上
の
防
f

 

來
す
さ
し
め
る
：
換
ー
吾
1す

れ

.«
'

*
れ
た
る
農
業
者
が
優
劣
ニ
個
の
土
地
ど
耕
作
し
て
得
た

る

收

益の
.楚
额
は
、然
ら
芩 

I

I

等
の
土
地
I

作
し
V

I
る
收
益
の
鑛
ょ

I

少
で
あ
る
o
畏

ソ
力
.ア：

ド
S

學
S

於
け
る
.也 

f

将

I

餘

の

：所

得

匕

の

間

の

.完

全
I

反

撥
S

て

は

、
彼S

依

し

て

居

る

デ.ィ
，

地

省

資

本

家

，
：
勞

働

者

f
 T

階

麻

の|

或

る

蘭

和

の

存

す

る

泰

を

說

|
.
:
蒙

る
言
イ
の
所
？

餘
左
樂
觀
的

£

5

|
的
な
I

す
I

ら
ば
、
リ
カ
ア
、I

s

れ
I
 
f

故

學

的
化
^
て
杣
象
的
な
ヴ
を
衰
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

■ 

,

>■
寒
^

^
、
ソ
：カ
.
:7
*
:ド
ォ
¥

地
代
論
ば
&

刺
：心
.及
，び
候
的
情
熱
«:
姜
^

於
计
る
差
違
の
木
©

^

農̂

業

：上

め

收

益

遞

減

0
傾
向
の
不
變
を
前
提
S
し
て
居
る
。
之
等
の
も
の
は
原
始
社
#

 ̂

於
：け
る
原
始
人
に
就
て
は
略
ミ
妥
當
し
.や
が
。
然
し
乍
ら
、
彼
，の
學
說
は
.資
本
の
使
用
並
に
分
勞
を
是
認
す
る
も
の 

で
あ
.る
:
■°若3

 

%社
#
が
資
本
及
び
分
#
怒
有
す
る
な
ら
ば
、
文
明
，の
結
果
は
原
始
人
及
.び
原
始
»1
:

#の
上
.
影̂
.
« 

し
ボ
、新
だ
夺
る
社
會
妃
於
け
§
新

 ̂

a

c即
ち
リ
カ
ア
ド
ォ
の
主 

摩
る
誤
響
：

S
、

一

K

ィ
ー
〃
.の
.指
摘
せ
る
が
如
ぐ
、方
法
論
王
k
存
す
る
も
.の
.で
あ
.る
。換
言
す
れ
ば
彼
の
地
代
學
說
が
全 

然
靜
1
的
法
則
で
あ
6

、
靜
31
的
狀
態
の
測
定
舛
の
み
役
立
つ
も
の
な
る
^
拘
ら
ず
、I

定
の
發
«
階
段
を
想
定
し
< 

演
繹
的
な
る
硏
究
方
法
‘の
適
用
範
圃
を
越
え
そ
此
の
硏
究
方
法
を
擗
張
し
、
而
し
.て
演
釋
的
方
法
の
み
^
依
づ
七
は 

全
ぐ
答
珠
可
か
ら
ざ
る
制
題
.の
解
決
^
迄
此
の
；方
法
5:
適
用
せ
る
事
に
某
く
も
の
.で
あ
る
。ci u>.

:

洵
R
リ
力
ア
ド
ォ
は
：タ
'モV

•ネ
求
ツ
シ
：•
パ
.ツ
一
グ
ソ
の
云
：へ.る
が
如
く
"
誤
れ
る
賞
讃
起
§

:̂
ず
る
^
は
餘
ダ 

^
偉
大
な
:5
學

者

で

あ

る

。
？
ー
、

§
,
ケ

リ

ィ

は

；
マ

火

ザ

：ス

&
貧

圃

其

者

な.々

迖

魏

、

リ
力
，
ア

ド

ォ

を

法

外

な

る

.地
：'代

其 

者
な
办
芯
解
;1
.、
食

_

$
法
外
な
る
地
代W

が
僧
む
可
含
^
の
た
る
が
故
を
以
て
マ
ル
.サ
ス
及
び
リ
カ
ア
ド
ォ
の
學 

說
^
皮
對
：せ
る
か
，の
観
あ
る
事
、
リ
グ
ァ
モ
ア
ー
の
言
の
如
く
な
.5,
も(

I

四X

然

も

彼

-の

駁

論

は

仑

れ

を

一

笑

化

付 

t
隹

る

：可

き

も

の

で

は

な

s

。
ケ
ル
ト
の
血
を
受
繼S.

で
、硏
究
上
科
學
的
精
神
.の
.特
徼

た

..る

緩

徐

に

し

て

忍

耐

强

き 

分
析
を
爲
す
能
は
ざ
6
し
彼
の
判
斷
の
仕
方
は
餘
C
Nic
も
感
情
的
で
あ
6
•直
感
的
で
あ
つ
た
。
而
し
て
彼
は
ソ
カ
ア 

K
冲
ビ
同
1
.办
方
法
論
的
過
誤
^
陷
义
且

0,
其

0
,リ
力
■ア
ド
ォ
攻
擊
は
、多
く
は
リ
力
ア
ド
ォ
地
代
學
說
の
本
®
を
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一
•一.：
、

跳
诹
せ
る
に
1

き
、
從
.ウ
て
，的
.
を
臾
し
た
る
非
鑛
.の
矢
を
少
；な
.
か
ら
ず
放
つ
.
.'て
居
る
。
然
も
你
帶
人
は
共
屮
化
^
多 

の
健
實
な
る
實
質
を
有
す
る
事
を
ァ
シ
ャ
ル(

S

ど
*

に
®

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
ゾ
カ
ア
ド
ォ
.
の
學
说
の
.欠

陷
を
指
摘
し
得
，
以

丢

■

鈴

す

翁

れ

る

馨

美

擊

甘

る

蹵

於

\

」

彼
.
Q

S

$

Q

貢

繁

称

す

る

の

で
.あ

る

邛

ち

，既
^

^

勿
く
ヶ
リ
ィ
は
自
然
法
的
經
濟
學
說
を
復
活
せ
し
め
ん
.せ
せ
る
..者
、で
ぼ
あ
づ
た
が
、
^

し
)Jc
'

0 

沄
ふ
自
然
的
秩
序
は
、
.
フ
ィ
ジ
ォ
ク
ラ
力
ト
R

於
け
る
が
如
く
人
爲
的
秧
序
ヒ
相
對
立
す
る
純
客
觀
的
存
セ
.で
は
無 

S
:
?

彼
^

在
つ
て
は
、
|

人
.類
の
性
質
の
.中

运

在

し

、
人
類
社
#

V
J

共

に

あ

气
.
又
人
*

®

I

者
で
も
あ
.る 

の
で
あ
る
。
ヶ
I

装

つ

て

は

，宵
S

ず
し
て
人
間
が
關
心
，雄
で
あ
つ
た
。f

彼
は
近
代
.の
經
濟
學
者
ビ
共
k

、
 

A

間
の
池
f

の
中
k

人
間
の
血
を
：̂
る
事
を
知
つ
.
た

彼

は

經

濟

發

於

け

る

遒

德

の

力

の

有

力

な

る

干
j

を|
§

:

め
，、
：意
趣
^
 ̂

て
彼
の
眼
l

,

s

.た
の
で
あ
る
。(

コ
C

斯
く
て
彼
.は

真

學

派

が

|

論 

歳

底

E

S

ひ
2

物
®

的
法
則
の
上
S

惑
I

げ
、
社
會
の
生
產
力
及
び
*!
:

#

成
8

所
#

を

澄

也

^
 

法
切
及
び
收
益
遞
減
の
法
則
ょ
6

浈
釋
す
る
事
に
依
つ
て
決
定
す
る
.經
.濟
學
の
.職
系
を
極
.め
て
有
効
に
攻
擊
し
诤
、
 

和
し
て
靜
態
薇
濟
學
^

對
す
る
も
の
ビ

し

て

の

，動

態

經

濟

學

の

端

を

開

，く

^

至
.つ
た
の
で
あ
る
。2

さ

世
人
或
ひ
は
5

、
グ

ジ

ィ

は

疋

黧

派

の

人

口

學

說

並
£

代
學
？

根

本

ょ

美
5

る
者
2

1

0

然
：

し
%
ら

^
は

ム

般̂

承
|1
せ

ら
«
た

る
.正
«
學

派

の

學

說

ど

，
正

反

對

な

.る
逆
现
を
說
く
者
で
は
無
い
。彼
取
瓧
會

 ̂

■

 VJ

共
义
類
の
生g

力
は
原
f

し
て
減
退
す
，̂
說
け
4

合
、
.を
は
ジ
ョ
ゾ
；

チ
ユ
ァ
I
ト
•
、、
J

f

の
逸
f

s

人
間
の「

愼
M

s
抑
制
が
大

I

I

以
づ
て
人
口
.の
.過
度
.‘の
.

2

、
從
つ
5

働
階
級
の
生
西 

柺
準
の
低
格
を
®
止
f

ヒ
說
け
.る
、S

府
す
t

の
V

J

I

f

T

I
、寧
ろ
客
f

主
f

.の
相
遠
、猫
I

楚
f

I

1

存
す
る
も
の
あ
る
^
過
ぎ
ず
、
而
し
て
リ
カ
：ア
ド
ォ
の
.意
味
^
於
け
.る
收
益
遞
減
の
法
則
が
ケ
リ
イ
の
地
代
學
說
の 

前
提
ど
な
"る
可
き
も
の
な
る
事
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
然
ら
ば
即
ち
彼
が
顚
镫
せ
んV 」

せ

し

所

の

も

の

は

正

.統

學 

派
の
學
說
其
者
^
は
非
ず
し
て
、
直
接
物
理
的
被
底
の
上
^
打
鈕
て
ら
れ
た
る
經
濟
舉
上
の
法
則
を
餘
6

R
高
く
尊 

逯
じ
、

ー
切
の
經
濟
現
象
釔
楚
等
の
法
則
の
色
眼
鎞
を
通
じ
て
の
み
舰
察
せ
ん
ミ
せ
.る
彼
等
の
態
度
、
物
理
的
不
動
‘ 

敗
_

#
觀
で
あ
る
、じ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
洵
に
ケ
リ
ィ
は
正
統
寧
派
の
.帅
吟
の
世
界
、
澱
め
る
潮
ょ
.
6脫
せ 

ん
i
努
力
せ
る
者
で
あ
々
^
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